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竹田市指定有形文化財（昭和47年指定）

山王橋（さんのうばし）

※）職員撮影

竹田市

道路 橋

●橋長：56.0m
●橋幅：3.0m
●径間：17m（3連）
●拱矢：6.0m
●形式：石アーチ（凝灰岩）
山王橋は、明治38年の日露戦争の祝勝を機
に、地元竹田市飛田川の工藤虎彦らによって
企画された稲葉川に架かる石橋です。完成目
前の明治39年6月に、一度、大洪水で流失しま
したが、ただちに再工事にかかり完成にこぎつ
けました。※）文献１より引用

文献１：一般社団法人　九州地域づくり協会「土木遺産in九州」
http://dobokuisan.qscpua2.com/search-list/05ooita/06sannou/

－

明治後期 明治40年

工藤虎彦

－

竹田市近辺の橋は明治後半から昭和初めまでに架けられた比較的新しい石橋が多く、その中
では一番古い石橋です。右岸寄りのアーチの要石には、珍しく親子の名　（佐藤タズ・佐藤今
朝男）刻まれています。資金を提供した親子を記念したものとされていますが、詳細は不明で
す。
　市内の歩車道で最も長いこの3連アーチ式の石橋は、現在も生活道路として使用されていま
す。上流側にある水流の強さを和らげる水制工が丸みを帯びているのが特徴で、美しい流れ


